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第四章 

１ 所作音楽 

所作音楽とは、舞踊または舞踊事の伴奏を務める際に演奏される音楽のことである。後述の下

座音楽が黒御簾の中で演奏され観客に姿を見せないのに対し、所作音楽は原則的に舞台の上に登

場して演奏するところが主に大きく違う点である。助六由縁江戸桜の作中ではとても代表的であ

り、市川家独自の所作音楽である「河東節」が出演する。助六登場の「出端の唄」においてこの

「河東節」は出演する。 

また舞台冒頭で口上の市川段四郎が「河東節十寸会（ますむかい）御連中さま、お始めくださり

ましょう～」と特殊な形で最初に挨拶をしている。これは市川家による「助六由縁江戸桜」にお

ける伝統を受け継ぎ、「河東節」と市川家の「助六由縁江戸桜」と関係の厚さを物語る。

 図４－１ 口上 

 

「 

河東節」は現代の市川家の「助六由縁江戸桜」まで長く伝承されてきた古曲であり、国の重

要無形文化財。1733 年・享保十八年に市村座で助六由縁江戸桜の前身である「英分身曾我」が

上演された際、その「出端の唄」の曲名が「所縁江戸櫻」だった。この唄はこれ以後、市村座の

代々の座元である市村羽左衛門がこの市村座で助六を演じるときのみにしか使われないように

なった。これが宝暦年間 (1751年～1763年) になるともっぱら代々の市川團十郎がこれを使う

ようになり、七代目市川團十郎の化政期にはとうとうこの「河東節」の「所縁江戸櫻」が成田屋

市川宗家の専売特許のような扱いを受けるまでになってしまった。河東節を専業で行う者は今も

昔も非常に少ないため、『助六』が上演されるときは、かつては蔵前の旦那衆が、そして今日で

は「十寸見会｣（ますみかい）という愛好会に所属する素人の語り手たちが、交代でこれを勤め

ることになっている。（ただし素人というのは、他に語り手の職をもつ上での素人であり、技量

は素晴らしい。） 

 

 



この「河東節」の太夫連は上記のとおり昔から、素人の旦那衆が特別に出演する慣わしがある。

河東節は、大道具として飾られた三浦屋の格子の中の御簾ごしに行われるため、出語りはなく、

他の所作音楽と異なる。しかしこれは、長い間伝統が続いている「河東節」の誇りの表れと考え

られる。従って、市川家以外の役者が「助六」の出端の唄を行う場合は遠慮して、長唄や清元節

など他の流派の演奏になる。歌詞や曲節は原曲に準じているが、河東節と異なり口上はなく芸題

も「助六櫻の二重帯」や「助六曲輪菊」などに変わる。 

 

図４－２ 出端の唄 

 

「助六由縁江戸桜」での河東節の演出の独特な面は、伴奏の中心である三味線は細棹(ほそざ

お)で、軽快な弾き方で「ハオーッ」という独特の掛け声を発し、ハジキも多く用いられてい

る。語り口は上品で力強く、さっぱりしています。一中節との掛合い、そして助六の下駄

による音響効果で強調されるリズミカルな足拍子とのリズムセッションが行われ、詞章が

うたわれる。 

【詞章】 

豊芦原や吉原に、根ごして植えし江戸桜、匂う夕べの風につれ、鐘は上野か浅草に、その

名を伝う花川戸。 

 

図４－３ 実際の十寸会 

 

 

 



４章 

２．下座音楽と効果音 

下座音楽とは、舞台の下手に黒く囲われた部屋がある。その内側に御簾（すだれ）が下がって

いて、なかからは舞台と花道を覗けるようになっている。この場所が「下座」であって、「黒御

簾」とも呼ばれる場所である。この中で演奏される音楽を「下座音楽」または「黒御簾音楽」と

呼ぶ。 

 

図４－４舞台下手の下座  

 

 

下座音楽は、長唄と鳴物で構成されている。鳴物は四拍子（能管、小鼓、大鼓、太鼓）と大太

鼓を助六由縁江戸桜において使用している。これらが舞台において、情景を描写し、登場人物の

心境を表現するための音効果を担い、歌舞伎におけるサウンドスケープの中心的存在ともいえる

ものである。 

  

 

大太鼓 

図４－５ 大太鼓 

助六由縁江戸桜の舞台における効果音の中心は、大太鼓である。劇場の隅々まで鳴り響

く大太鼓は、舞台の一日の進行でも、舞台進行のためにも使用されている。しかし、大太

鼓は下座で演奏し、観客の面前で演奏することもない。大太鼓には、決まった曲や曲譜が

存在しないために、その場面に合わせた柔軟な演奏が要求されるだろうと考えられる。（こ

れを大太鼓の「アシライ」加減と呼ぶ） 

http://bsearch.goo.ne.jp/imgdt.php?TNUM=45&FR=1&MT=%C2%E7%C2%C0%B8%DD%A1%A1%B2%CE%C9%F1%B4%EC&DOC_ID=columbia.jp%252Fhougaku_jmi%252Fimages%252F31728.jpg&SNUM=14&PURL=http%3A%2F%2Fcolumbia.jp%2Fhougaku_jmi%2F31728.html&THNURL=http%3A%2F%2Fthumb1.goo.ne.jp%2Fimg%2Frelay.php%3FSV%3D0005%26THN_URL%3D%2FTN%2F00cb%2F913eceac93a9f69cfd100f36d41fd037
http://bsearch.goo.ne.jp/imgdt.php?TNUM=45&FR=1&MT=%C2%E7%C2%C0%B8%DD%A1%A1%B2%CE%C9%F1%B4%EC&DOC_ID=columbia.jp%252Fhougaku_jmi%252Fimages%252F31728.jpg&SNUM=14&PURL=http%3A%2F%2Fcolumbia.jp%2Fhougaku_jmi%2F31728.html&THNURL=http%3A%2F%2Fthumb1.goo.ne.jp%2Fimg%2Frelay.php%3FSV%3D0005%26THN_URL%3D%2FTN%2F00cb%2F913eceac93a9f69cfd100f36d41fd037


 大太鼓を打つ撥には、長撥と太撥があり、両方ともに樫材でできている。太撥は長さ平

均３０センチ程度ので、これをたたくと図太い音がする。一方、長撥は細長く、太鼓の直

径と同じくらい約４５センチ程度である。この二つ撥を使って、外側を打って高音をだし、

中心を打って低音をだすというように打つ位置によって音の高低を調節している。また革

を胴に留めている縁の鋲を撥で擦って「カラカラ」とならす場面もある。これが有効に使

われている場面は「股くぐり」の場面で多くつかわれる。田舎侍のコミカルな動きに合わ

せて「カラカラ・・」と音効果を立て、股くぐりの緊張感や滑稽さを観客に向けて掻き立

てていると考える。この田舎侍はかなりアドリブの利いた芝居をし、観客を盛り上げてい

る。これに相乗させるかのように、「ザワザワ・・」といった耳触りよく、ワンテンポの刻

みが利いた音響効果によってさらに場面を盛り上げているのである。 

  

図４－６ 股くぐり 

 

 助六由縁江戸桜では、「ドロドロドロドロ・・・」といった幽霊や妖怪など特徴ある登場

人物が出現するときによく歌舞伎の舞台において使われる大太鼓による音効果がある。助

六由縁江戸桜では、場面の展開の合図の拍子や、花魁の歩みに合わせて三枚歯下駄の音響

効果にさらに相乗させる形で大太鼓を長撥で「ドロン○ドロン○ドロン○・・・」と小刻

みにうっている。これは強さや花魁の見た目の豪華さを強調させるために間を開けてうっ

ていると考えられる。このように大太鼓は、間という空間と大太鼓自身の「ドンドン・・」

と大きな音響効果の連続で音の有と無の極端な差によって音の連をつないだり、「カラカ

ラ・・」といった多彩でかつ観客に与える音の存在が大きな効果によって登場人物の気持

ちや場面の情景を表現しているのだ。大太鼓は歌舞伎舞台にはなくてはならない音効果の

柱である。  図４－７ 花魁の歩み 

 

 



 

四拍子 

 

図４－８ 能管 図４－９ 小鼓 

図４－１０ 大鼓 図４－１１ 太鼓 

 

四拍子は、先行芸能の能楽の楽器である。これが歌舞伎において三味線が利用される以前のから

能から伝達される形で利用されてきた。かつて江戸幕府が歌舞伎を悪にしていたため、正式に歌

舞伎において四拍子を使うとは江戸時代の歌舞伎においては遠慮されていた。歌舞伎では四拍子

の音楽、能囃子を歌舞伎風にアレンジして三味線との掛け合いによりさまざまなリズムセッショ

ンを生み出してきた。 
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